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中部日本の熱的高低気圧に伴う風の日変化について＊

清 水 重 士＊＊
兄R

　1．　はしがき

　気圧傾度がゆるく，しかも日射・放射の影響の大きな

日には，中部日本における内陸のほぼ中央を中心にして

日中は低圧部，夜聞は高圧部が出現する．この熱的な気

圧場の日変化に伴って，中部日本全域の地表気流は日中

収束し，夜間発散する．そしてこれを局所的にみるとい

わゆる海陸風や山谷風の現象となる．このような気流の

日変化は，雷雨その他当地域の局所的天気現象とも関係

するので，その実態をSynopticな立場から調査した．

　2．　調査方法

　上述のような巨視的条件下における気流の日変化の一

般的状態をみるために，昭和33年～35年の3夏期（6，

7，8月）に顕著な熱的低高気圧が中部日本に出現し，

大きな影響を及ぼすようなじょう乱が近くになかった日

（計19日）を地上天気図から選び出し，その揚合の各種

の合成図（composite　chart）を作成して考察すること

にした．

　なお，この調査に用いた資料は当地域内の全気象官署

（気象台，測候所，通報所，分室等）計約65官署の観測

値（自記記録を含む）で，従ってごく局所（区内観測程

度）的にみればあるいは問題となる揚所もあると思われ

る．
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　5．　合成図より見た地表気流の日変化の実態

　夏期に熱的低高気圧の最も発達する時刻は15時及び7

時頃で，その位置（第1図参照）は低圧部が長野南部一

山梨を中心としてこれより関東，越後県境山岳にかけ帯

状に発達し，又高圧部は高山附近を中心としてこれより
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　第1図　地上気圧配置図（19日分の合成）

注：地上気圧は日平均気温による一一定値を用いて

　　海面更正した値（mb単位）
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第2図　時刻別平均流線図
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中部日本の熱的高低気圧をと伴う風の日変化について

日本海に沿った北部山岳地域に帯状に発達する．このよ

うに日中の低圧域はほぽ夜間高圧域に変るが，その中心

域は一致せず，高圧域の中心が50～100km程度日本海

に偏して出現する．この中心が変位して起る原因につい

ては，上層風（約1．0～1．5km以上）が北西であること

から山岳による力学的効果とも考えられるが，はっきり

したことは未調査でいえない．

　ω　流線図よりみた気流の日変化

　このような低高気圧揚の日変化に伴って地表気流はど

う変化するか流線図により解析して見た（第2図参照）．

　まず3時，6時では，夜間に出現した北部山岳の高圧

帯から，日本海側斜面では南寄りの風が，太平洋側斜面

では北寄りの風が海に向って吹き出している．9時にな

ると，関東，濃尾両平野の南部，越後・富山各平野の北

部等ではまだ海に向う陸風が残っているが，これ等を除

いた地域ではすでに海から内陸に向う海風が吹き込んで

いる．12時～18時にかけては，中部山岳地域に発達した

低圧域に向って日本海側斜面では北寄りの風が，太平洋

側斜面では南寄りの風が吹き・込み，この両気流が交る中

部山岳には一連の収束帯が形成される．収束帯の位置は

ほとんど変わらないが，12時から15時にかけては多少北

上する傾向がみられる．　（前橋一軽井沢，沼田等では特

に顕著）21時になると，流線は9時とは逆の傾向になっ

て平野部にだけ海風が残り，収束帯はしだいに海岸近く

へと追いやられる．さらに24時になると風の吹き込む地

域は関東南部の一部のみに限られるようになる．

　以上の事実から，このような場合の気流の日変化は局

地的にはいわゆる海陸風や山谷風といった現象と思われ

るが，総合的にみればやはり中部山岳（脊梁山脈）付近

に発達する熱的低高気圧の日変化に伴った一連の循環と

考えられる．そしてこの状態は日本列島と周囲の海面と

の間に起る熱的循環の一部のようにも思われる．

　特に目をひくことは面積の広い平野ほど陸風から海

風，海風から陸風への交替時刻が遅れることである．

　　　　第1表全観測所の皿の平均値
　　　　　　　　　　　　　　lVl
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　なお，第2図の流線の普遍性をみるために，流線を画

くのに用いた全観測所の風の乱れを計算してみると，第

1表のような値となる．15時の乱れが一番少なく，9時

が多い．しかし，この程度の値ならばほとんどの揚合が

第2図の流線の状態とごく近似していたと考えて差支え

なかろう．

　（2レ風の交替時刻と変化の方向

　風向の交替時刻については（1｝の流線図からもうかが

えるが，さらにはっきりさすために各地の風配図からそ

の等時刻線＊を書いて見た（第3図参照）．陸風から海
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1964年4月

　　　　　　第3図　風の等交替時刻線図・

風への交替はまず中部山岳地域を中心に6時頃から交替

し始め，内陸から段々と周囲へと広がり，平野部の海岸

地方が最後になっている．又海風から陸風に交替する揚

合も同じように内陸から始まって平野部で終る．すなわ

ち，風の交替は常に内陸から始まることがわかった．

　次に各地の風配図から風向の日変化の回転方向をしら
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第4図　各地の風向の回転方向

べて見ると（第4図参照），図の点線より右側（関東平

野）ではほぽ時計廻り，左側（濃尾平野より関東山岳に

かけ）ではほぽ反時計廻りに変化し，点線上を低気圧が

通過した場合のような変化を示している．

　（3）中部日本の発散量の日変化

　（1）で明らかにした気流の日変化による発散量を，一つ

の循環と考え，日本海および太平洋岸にほぽ平行な正方

形について計算して見た（第5図参照）．この結果，最大
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との間に前線が形成されるかどうか，又この海風の前面

はどれ位内陸に侵入するかなどにっいて，前述の合成図

の状態と条件が非常に類似している昭和34年8月1日を

例にして調べて見た．当日の各地の自記紙（第6図A参

照）を解析してみると，海岸地方ではかなりはっきりと
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　　　　第5図　発散値の日変化図
注：発散値は（己2一01）十〇r西2）で長さで除し

　　てない．

収束，発散は15時と6時に起っており，その絶対値を比

較して見ると15時の収束量は6時の発散量の約4倍にも

なっている．この場合同一時刻には各面とも，ほぽ同一

な流入又は流出の状態なので，日中における陸地への流

入風が夜間海上への流出風よりはるかに強いと考えられ

る．又非発散時刻は8時と22時頃で，いわゆる平均的な

凪の時刻となる．

　4．　海風等の流入に伴う前線

　日中流入する海風（海の気塊）と内陸に滞溜する気塊
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　第6図　昭和34年8月10日の各地における気温（T），

　　　　　温度（U）．風向（D）の自記々録例

海風の流入に伴う気象変化が認められる．内陸に流入す

るに従って不明瞭になるが，14時～15時頃まではなんと

か追跡出来る．ことに風向は第3図で示したように内陸

の方がむしろ先に海風の風向の状態となるので，海風前
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第7図　海風の前面等到着時刻線図
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面の通過に伴う変化は小さいが，通過直前の一時的な逆

の風や乱れが認められる．この流入する海風の前面の到

着等時刻線を書いて見ると（第7図参照），関東では14

時には海岸から約40kmの内陸まで侵入している．しか

し，その後は次第に不明瞭となるところもあるがさらに

内陸へ進入することもある．又濃尾平野では午後になっ

てから侵入が始まり，そのため最高気温は他の海岸地方

のものより高い．又前述の等交替時刻線図にもこの地方

で海風の始りの遅いことがよく現われている．

　次にこの海風前線と同様に，内陸山岳地方では平野部

の気塊の前面がはっきりと認められる（第6図B参照）．

特に関東の西北部等の山地ではこのような気塊の前面通

過による気象要素の急変化（特に湿度）がよく認められ

る．

　この揚合蒸発，凝結の影響は小さいとして，この異湿
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気塊の侵入状態を露点温度の変化量から調べて見ると

（第8図参照），長野県を中心とした中部山岳地域では風

向からみるとすでに海風や谷風の状態になっているにも

かかわらず，日中かえって非常な低露点となる．これは

上層の気流が下降あるいは混合して起る現象と思われ

る．しかし海上や平野部の高湿気塊が流入して来ると考

えられる地域では，予期されるとおり日中は露点が高く

なる。殊に関東北部山岳地域ではこのような気塊の流入

による露点変化量は非常に大きく，これが積乱雲等の発

生や発達に密接な関係をしていると思われる．

　5．　む　す　び

　以上主に合成図によって，夏期における中部日本の熱

的低高気圧に伴う気流の日変化の実態を解析した．しか

し，その物理的機構を考えるには，さらに上層の三次元

的解析を加えることが是非必要である．これらにっいて

は資料のしゅう集をまって今後の問題としたい．

　終りに，本調査に対し終始ご指導を頂いた正務調査課

長および有益な助言を下された瀬下調査官に深く感謝し

ます．
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